
1992年出上の木簡

ひ
ら

の

か

ん
ご

う

大
阪
。
平
野
環
濠
都
市
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
大
阪
市
平
野
区
平
野
宮
町

一

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
二
年

（平
４
）
四
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
働
大
阪
市
文
化
財
協
会

４
　
調
査
担
当
者
　
中
村
博
司

５
　
遺
跡
の
種
類
　
環
濠
都
市
跡

・
陣
屋
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
中
世
ｉ
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
、
中
世
に
堺
と
並
ん
で
海
外
貿
易
に
雄
飛
し
て
繁
栄
し
た
環
濠
都

市

「平
野
」
の
一
角
を
占
め
る
。
平
野
は
江
戸
時
代
に
な
る
と
当
初
は
幕
府
の

直
轄
地
と
な
っ
た
が
、
元
禄
七

年

（
一
六
九
四
）
武
州
川
越
藩
領

と
な
っ
た
の
を
皮
切
り
に
大
名

領
地
と
な
っ
た
。
以
後
、
い
く

つ
か
の
大
名
が
平
野
を
支
配
し

酪

た
が
、
宝
麿

一
二
年

（
一
七
六

厳

一ご
下
総
国
古
河
藩
領
と
な
っ

伏

て
か
ら
は
そ
の
ま
ま

一
貫
し
て

明
治
維
新
を
迎
え
た
。
古
河
藩

藩
主
の
上
井
氏
は
、
土
井
利
勝
を
家
祖
と
す
る
有
力
な
譜
代
大
名
で
あ
る
が
、

平
野
を
重
視
し
て
新
た
に
平
野
泥
堂
町
に
陣
屋
を
設
け
、
関
西
地
方
に
散
在
す

る
古
河
藩
領
支
配
の
拠
点
と
し
た
。
そ
の
平
野
陣
屋
の
設
け
ら
れ
た
場
所
が
現

在
の
平
野
小
学
校
の
校
地
、
す
な
わ
ち
今
回
の
調
査
地
を
含
む
地
域
で
あ
る
。

調
査
は
僅
か
二
日
間
の
立
会
調
査
で
あ
っ
た
が
、
こ
り
古
河
藩
陣
屋
に
か
か

わ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
井
戸
を
検
出
し
、
そ
の
な
か
か
ら
左
記
の
本
簡
三
点
を

含
む
遺
物

（瓦
・
陶
磁
器
等
）
を
発
見
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

⑪

　

「
　
摂
州
平
野
郷
三
井
大
炊
頭
陣
屋

二
而
江
戸
同
上
屋
敷
ど

ｏ

清
水
太
左
衛
門
殿
　
信
太
九
右
衛
門

　

　

　

　

ｏ

恩
田
経
次
郎
殿
　
　
金
子
十
郎
兵
衛
　
　
　
　
　
　
」

〕
中
［
×
『
ω
×
ω
　
Ｏ
ド
ド

②
　
。
「
摂
州
住
吉
郡
平
野
郷
土
井
大
炊
頭
陣
屋

二
而
従
京
都
同
＝

＝
油
小
路
屋
鋪

ｏ

堀
　
吉
左
衛
門
殿
　
　
来
次
穂
次
郎
　
　
　
　
ｏ

〔丘
（ヵ
〕

岡
村
　
　
林
　
殿
　
　
成
島
嘉
□
衛
　
　
　
　
　
」

。
「
○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

邁
冒
靱
ヤ
叫
国
＝

＝
躁
軍
理

型
ｒ
留
割
至
覇
￥
平
Ｔ
解
騒
杢
躍
早
尋
Ⅳ
灘
」

］
中
い
×
ミ
Φ
×
ミ
　
Φ
Ｐ
μ



③

　

「
ｏ
古
河
家
中
国
□
日
日

日
日
口

ｏ
」
　

　

∞ω受
∞賀
ｓ

自
μ

以
上
三
点
は
そ
の
形
態
、
書
式
等
か
ら
み
て
い
ず
れ
も
荷
札
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
①
と
②
は
ほ
ぼ
同
大

。
同
形
で
、
書
式
も
同
じ
。
⑪
は
江
戸
の
吉
河

藩
邸
か
ら
、
②
は
京
都
の
藩
邸
か
ら
平
野
陣
屋
に
送
ら
れ
て
来
た
も
の
で
、
送

り
主
は
そ
れ
ぞ
れ
の
藩
邸
勤
番
の
武
士
、
受
取
人
は
平
野
陣
屋
勤
番
の
武
士
で

あ
る
。
受
取
人
の
四
名
は
当
地
の
杭
全
神
社
に
あ
る
宗
門
人
別
改
帳
に
よ
っ
て

幕
末
期

（天
保
ぞ
慶
応
）
の
平
野
陣
屋
役
人
で
あ

っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
、

こ
れ
ら
の
木
簡
が

一
九
世
紀
中
葉
以
後
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
定
で
き
た
。

な
お
、
木
簡
に
記
さ
れ
た

「土
井
大
炊
頭
」
は

一
四
代
利
則
も
し
く
は

一
五
代

利
与
が
考
え
ら
れ
る
。
③
は
や
や
長
大
な
も
の
で
、
下
半
部
が
判
読
し
が
た
い

が
、
人
名
の
可
能
性
が
あ
る
。

な
お
、
こ
の
井
戸
枠
に
使
わ
れ
て
い
た
桶
側
の
胴
部
外
面
と
出
土
品
の
蓋
板

に
も
墨
書
が
残
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
内
、
桶
側
の
文
字
は
次
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
。

⑭

　

「
　
夏
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μ∽卜受
∞ｓ
宿
の
寸
も

こ
れ
ら
の
資
料
は
、
わ
ず
か
な
点
数
で
は
あ
る
が
幕
藩
体
制
下
で
地
方
行
政

を
担

っ
て
い
た
武
士
の
動
向
の
一
端
を
物
語
る
資
料
と
し
て
貴
重
な
遺
品
で
あ

る
と
言
え
よ
う
。

最
後
に
、
こ
の
報
告
の
木
簡
四
点
の
釈
読
に
つ
い
て
は
当
協
会
の
豆
谷
浩
之
、

蔦
居
信
子
両
氏
の
協
力
を
得
た
が
、
そ
の
際
後
掲
文
献
の
釈
文
を
一
部
改
め
た
。

９
　
関
係
文
献

中
村
博
司

「平
野
小
学
校
の
地
下
か
ら
発
見
さ
れ
た
木
簡
」

（働
大
阪
市
文
化

財
協
会

『
葦
火
』
三
七
　
一
九
九
二
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（中
村
博
司
）
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